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校
が
創
立
一
三
五
年
を
迎
え
る
こ

と
に
際
し
、
明
治
期
の
「
立
教
建

学
の
精
神
」
と
戦
後
の
「
観
光
ク

ラ
ブ
創
立
」
を
歴
史
的
な
事
象
、

特
に
観
光
業
界
の
エ
ポ
ッ
ク
的
な

出
来
事
と
の
関
わ
り
の
中
で
検
証

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
三

回
シ
リ
ー
ズ
で
進
め
て
参
り
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

す
。
昭
和
三
十
六
年
に
発
足
し
た
伝
統

あ
る
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
振
り

返
り
理
念
や
文
化
と
い
っ
た
不
変
（
不

易
）
な
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
定
着
さ

せ
、
ま
た
運
営
に
当
た
っ
て
は
絶
え
間

な
い
業
務
改
善
（
流
行
）
を
同
時
に
進

行
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
日
に
、
創
立
一
三
五
周
年
を
迎

え
る
立
教
学
院
の
「
一
三
五
周
年
記
念

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
趣
旨
の
発
表
会
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
観
光
ク
ラ
ブ
の

「
不
易
」
と
は
何
か
を
探
し
て
い
る
私

に
立
教
学
院
が
答
え
を
提
供
し
て
く
れ

ま
し
た
。
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
交
流
力
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
自
己
を
高
め
、
お
互
い
を

高
め
合
う
力
。
こ
れ
が
「
交
流
力
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
交
流
力
を
身
に
つ
け

た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
自
由
の
学

府
、
立
教
学
院
の
使
命
で
あ
る
と
結
ん

で
い
ま
す
。
観
光
ク
ラ
ブ
の
使
命
は
観

光
に
従
事
す
る
校
友
同
士
の
交
流
力
に

磨
き
を
か
け
る
場
（
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
・
Ｈ
Ｐ
・
観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー

ス
・
分
科
会
）
の
イ
ン
フ
ラ
提
供
の
拡

充
と
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
暖
か
い
ご
支
援
を

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

七
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
伊
藤
守
で
す
。
前
期

ま
で
は
主
に
内
部
体
制
の
構
造
改
革
を

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
観
光
ク

ラ
ブ
を
運
営
す
る
財
源
は
会
員
の
皆
様

か
ら
頂
く
浄
財
で
あ
る
基
金
と
広
告
収

入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
毎
年
増
え
続

け
る
会
員
に
対
応
す
る
経
費
は
積
み
あ

が
り
ま
す
が
、
見
合
い
の
収
入
が
追
い

つ
か
な
い
状
況
が
定
着
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
紙
媒
体
を
中
心
に
会
員
管
理

の
た
め
の
名
簿
や
会
報
誌
を
製
作
し
て

き
ま
し
た
が
、
情
報
の
鮮
度
や
正
確
さ

に
つ
い
て
は
ア
ナ
ロ
グ
の
限
界
を
感
じ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
運
営

コ
ス
ト
面
か
ら
は
、
低
減
の
限
界
も
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
問
題

点
を
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
っ
て
解
決
す
る
方
針

を
策
定
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ロ
チ
ー
ム

を
中
心
に
構
造
改
革
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

そ
の
努
力
が
七
月
の
総
会
運
営
に
見

事
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。参
加
者
の
負
担
軽
減
の
為
の
参
加
費

値
下
げ
等
に
よ
る
収
入
減
以
上
に
諸
経

費
の
大
幅
な
削
減
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、

「
減
収
増
益
」と
い
う
ス
リ
ム
で
筋
肉
質
な

体
質
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
財
政
面
か
ら
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ン（
持
続
可
能
）な
組
織
と
し
て
の
仕

組
み
の
基
礎
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

今
期
の
テ
ー
マ
は
表
題
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
「
温
故
知
新
と
不
易
流
行
」
で

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
が

一
〇
〇
号
を
数
え
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

諸
先
輩
の
献
身
的
な
熱
意
と
継

続
的
な
努
力
の
賜
物
と
心
得
ま
す
。

他
大
学
で
の
こ
の
よ
う
な
機
関

紙
で
こ
こ
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る

例
は
な
か
な
か
な
い
こ
と
だ
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
〇
〇

号
記
念
の
特
集
と
し
て
来
年
、
母

「
温
故
知
新
と
不
易
流
行
」

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
会
長
　
伊
藤
守（
昭
49
年
観
光
学
科
）

池袋キャンパス（1909【明治42年】～　　　）
狭い敷地の築地キャンパスには中学校と大学校の校舎や寄宿舎を始め数々の
建物が密集し、500余名の中学生に加えて大学生も年々増加し、将来の発展
が憂慮された。ヘンリー・セントジョージ・タッカー総理は、米国聖公会の
援助を得て東京府下の新天地池袋へとキャンパスの移転が計画された。チャ
ールズ・シュライバー・ライフスナイダー総理に引き継がれたこの大事業は
1916年【大正5年】から3年余りを経て煉瓦造りのカレッジエート・ゴシッ
ク建築により完成した。大正12年の関東大震災の洗礼を受け崩壊したが、
米国聖公会からの84万5,000ドルの経済援助を得て復興した。

!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!
!!!!!!!!!

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス

創
刊
一
〇
〇
号
記
念

特
別
企
画
!!
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江
戸
時
代
に
「
外
国
へ
の
窓
」
が

長
崎
・
出
島
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

明
治
時
代
に
お
け
る
「
外
国
文
化
の

窓
」
は
東
京
・
築
地
で
あ
っ
た
。

江
戸
幕
府
は
、
安
政
年
間
に
日

米
通
商
条
約
（
一
八
五
八
）
を
は
じ

め
と
し
て
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ

シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
と
修
好
条
約
を

締
結
し
た
。
こ
の
条
約
で
東
京
と

大
阪
の
開
市
お
よ
び
函
館
、
神
奈

川
、
長
崎
、
兵
庫
、
新
潟
の
五
港

を
開
港
し
て
外
国
人
の
居
住
と
貿

易
を
認
め
た
。
東
京
は
開
港
場
で

は
な
い
が
、
開
市
場
と
し
て
一
八

六
九
年
に
東
京
鉄
砲
州
に
外
国
人

居
留
地
を
設
け
た
。
今
日
の
明
石

町
周
辺
で
あ
る
。
し
か
し
、
横
浜

居
留
地
の
外
国
商
社
は
動
か
ず
、

主
に
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
教
会

堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
入

っ
た
。

立
教
は
一
八
七
四
年
（
明
治
七

年
）
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
伝
道
主
教

チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
が
私
塾
を
開
い
た
の
を
嚆

矢
と
す
る
が
、
そ
の
後
火
災
を
乗

り
越
え
一
八
八
二
年
建
築
家
で
も

あ
る
信
徒
宣
教
師
Ｊ
・
Ｍ
・
ガ
ー

デ
ィ
ナ
ー
が
築
地
居
留
地
三
七
番

に
本
格
的
な
レ
ン
ガ
校
舎
を
建
て

校
長
と
な
っ
た
。
こ
の
校
舎
で
初

め
て
「
立
教
大
学
校（St.

Paul ,s

C
ollege

）
の
名
称
が
掲
げ
ら
れ
た
。

こ
の
他
築
地
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系

の
学
校
の
明
治
学
院
、
女
子
聖
学

院
の
発
祥
地
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
慶
応
義
塾
の
全
身
と
な

る
蘭
学
塾
も
鉄
砲
州
の
中
津
藩
奥

平
家
の
邸
内
に
開
校
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
私
立
の
学
校
が

産
声
を
上
げ
る
横
で
、一
九
〇
〇
年

（
明
治
三
十
三
年
）
ア
メ
リ
カ
聖
公

会
の
医
療
宣
教
師
の
ト
イ
ス
ラ
ー

が
来
日
し
て
築
地
に
診
療
所
を
開

設
、
一
九
〇
二
年
に
聖
路
加
病
院

が
完
成
し
て
い
る
。

学
校
や
病
院
だ
け
で
は
な
く
、

築
地
は
鉄
道
と
も
縁
が
深
い
の
で

あ
る
。
一
八
七
二
年
英
国
人
エ
ド

モ
ン
ド
・
モ
レ
ル
の
指
導
に
よ
り

新
橋
・
横
浜
間
に
日
本
最
初
の
鉄

道
が
開
通
し
た
が
、
横
浜
は
現
在

の
桜
木
町
で
横
浜
居
留
地
の
直
近

に
あ
り
、
新
橋
駅
（
現
在
の
汐
留
）

は
築
地
居
留
地
の
外
縁
で
あ
る
。

ま
さ
に
居
留
地
を
結
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
は
じ
め
て
本
格
的
な

日
本
の
洋
式
ホ
テ
ル
と
い
わ
れ
る

「
ホ
テ
ル
館
」
が
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
年
）
に
東
京
築
地
船
坂
町
の
御

軍
艦
操
練
所
跡
に
着
工
さ
れ
た
。

因
み
に
、
敷
地
七
〇
〇
〇
坪
、
洋

式
客
室
一
〇
二
室
に
玉
突
き
等
の

社
交
室
（
プ
ー
ル
バ
ー
）
ま
で
備
え

て
あ
っ
た
。

「
観
光
」
の
定
義
の
一
つ
に
「
国

の
光
を
観
る
」
と
あ
る
が
、
外
国
文

化
や
技
術
の
窓
、
す
な
わ
ち
外
光

が
ふ
り
そ
そ
ぐ
築
地
で
、
立
教
は

ホ
テ
ル
や
鉄
道
の
曙
と
と
も
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
立

教
が
観
光
に
強
い
の
も
な
に
か
運

命
的
な
も
の
を
感
じ
る
。

さ
て
、
話
は
維
新
前
後
に
戻
る
。

切
支
丹
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
が
解
禁
さ
れ
た
の
は

明
治
六
年
二
月
だ
が
、
各
教
派
は

密
か
に
伝
道
活
動
を
進
め
て
い
て

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
一
八
六
五
年
、
中

国
及
び
日
本
の
主
教
（M

issionary

B
ishop

）
に
就
任
し
、
両
国
に
伝
道

し
て
い
た
。
高
札
が
撤
去
さ
れ
た

十
二
月
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
拠
点

の
大
阪
か
ら
東
京
に
移
り
、
翌
明

治
七
年
二
月
、
築
地
に
私
塾
を
設

け
た
。
こ
れ
が
立
教
学
校
、
さ
ら

に
現
立
教
大
学
（
立
教
学
院
）
の
創

立
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
十
四
年
の
政
変
で
大
隈
重

信
が
下
野
し
、
積
極
的
な
欧
化
政

策
を
推
進
す
る
伊
藤
博
文
ら
が
実

権
を
握
る
頃
と
呼
応
す
る
か
の
よ

う
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の

入
学
者
が
増
大
し
教
室
が
不
足
す

る
事
態
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
本

国
へ
優
秀
な
教
師
派
遣
を
打
診
し
、

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
が
来
日
し
た
。

か
ね
て
か
ら
確
保
し
て
い
た
築

地
居
留
地
に
建
築
の
素
養
が
あ
っ

た
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
主
教
は
設
計

及
び
建
設
を
任
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

〜
文
責
　
宮
島
・
黒
田
〜

ウィリアムズ主教
（1829～1910）

ガーディナー
（1857～1925）

2

寄宿舎と六角塔（築地居留区：1894年に着工した寄宿舎と校舎）
カタカナの「ロ」の字形の平面形をした寄宿舎は3階建て。校舎はひらがなの「く」の
字形。中央に聳える六角形５層の塔はガーディナーが耐震を考慮した苦心の作（東京地
震の教訓を活かして建設）
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あ
り
、
教
育
熱
心
な
ホ
テ
ル
マ
ン

と
し
て
有
名
で
し
た
（
ニ
ュ
ー
ス
、

二
〇
〇
六
年
九
二
号
よ
り
）。
そ
の

よ
う
な
人
物
を
た
た
え
、「
暗
い
時

代
へ
の
反
省
と
、
基
幹
産
業
が
消

滅
し
た
母
国
を
、
観
光
で
支
え
て

い
こ
う
」
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
他

大
学
の
学
生
や
社
会
人
も
受
講
で

き
る
公
開
講
座
と
し
て
ホ
テ
ル
講

座
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

ホ
テ
ル
研
究
会
、
立
教
観
光
ク
ラ

ブ
、
観
光
学
科
、
学
部
が
創
設
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
ホ
テ
ル

講
座
は
そ
の
後
時
代
に
合
わ
せ
て

名
前
を
変
え
、
二
〇
〇
〇
年
度
か

ら
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
講
座
と
し
て
開
講
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
学
名
誉
教
授
の
前
田
勇
先
生

が
昭
和
六
十
一
年
の
『
立
教
』
一
一

六
号
に
て
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、

観
光
業
界
で
活
躍
す
る
立
教
の
先

輩
は
大
正
時
代
か
ら
数
多
く
、「
立

教
と
観
光
の
か
か
わ
り
の
歴
史
は

立
教
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
」
の
で
す
。

（
文
責
　
丹
治
朋
子
）

St. Paul’s Kanko Club NEWS(2008) No.100

左
の
年
表
は
、
立
教
大
学
に
お

け
る
観
光
教
育
（
☆
印
）
と
観
光
業

界
お
よ
び
社
会
の
動
向
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
（
以

下
ニ
ュ
ー
ス
）
を
ひ
も
と
き
、
立
教

観
光
ク
ラ
ブ
の
発
足
と
深
く
関
わ

る
ホ
テ
ル
講
座
創
設
の
状
況
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

終
戦
直
後
に
誕
生
し
た

ホ
テ
ル
講
座

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
、

富
士
屋
ホ
テ
ル
社
長
の
山
口
正
造

氏
の
遺
産
に
よ
り
、
本
学
に
ホ
テ

ル
講
座
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
有

名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
詳
細
が
書
か
れ
た
、
立
教
大

学
名
誉
教
授
の
原
勉
先
生
（
故
人
）

の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
（
一
九
九
一
年
四

一
号
）
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ま
ず
、「
前
社
長
山
口
正
造
氏
を

記
念
し
て
育
英
資
金
を
設
立
せ
ん

と
す
る
謀
が
、
一
周
忌
法
要
に
参

集
の
有
志
間
に
起
こ
り
、
高
久
甚

之
助
氏
等
が
設
立
世
話
人
と
な
っ

て
、
そ
の
配
慮
に
よ
っ
て
募
金
が

行
わ
れ
た
。」
と
い
う
『
富
士
屋
ホ

テ
ル
八
〇
年
史
』
の
一
節
が
引
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
厳
密
に
は
山
口

氏
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、
広
く
募

金
活
動
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
資
料

に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
資
金
に
対

し
て
、
運
輸
省
が
一
万
円
、
外
務

省
が
五
千
円
、
日
本
交
通
公
社
と

日
本
ホ
テ
ル
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
一

万
円
、
山
口
三
郎
氏
二
万
円
、
富

士
屋
ホ
テ
ル
二
万
円
と
い
っ
た
多

額
の
寄
付
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
山
口
正
造
氏

の
実
兄
で
あ
り
、
当
時
の
日
光
金

谷
ホ
テ
ル
社
長
、
金
谷
真
一
氏
か

ら
も
二
万
円
寄
付
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
戦
後
の
大
変
な
時
期
に
、

金
谷
氏
、
山
口
氏
の
よ
う
に
、
立

教
大
学
を
卒
業
し
て
業
界
で
活
躍

す
る
先
輩
や
政
府
、
業
界
か
ら
の

篤
志
を
得
て
、
ホ
テ
ル
講
座
は
発

足
し
た
の
で
す
。

日
本
の
観
光
教
育
へ
の
思
い

山
口
正
造
氏
は
、
昭
和
五
年
に

日
本
で
初
め
て
の
ホ
テ
ル
ス
ク
ー

ル
、「
富
士
屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
設
し
た
人
物
で

業界のエポック
年 できごと
1946 ☆ホテル講座開講
1961 ☆立教観光クラブ設立
1964 海外渡航自由化
1964 東京オリンピック
1964 東海道新幹線開通
1965 「ジャルパック」発売
1966 ☆社会学部産業関係学科にホテル・観光コース設置
1967 ☆社会学部観光学科および立教観光研究所設立
1969 「ルック」発売

1970 万国博覧会開催（大阪）
1970 すかいらーく1号店オープン
1970 国鉄、ディスカバージャパンキャンペーン開始
1970 JALジャンボジェット就航
1971 マクドナルド1号店オープン
1971 円が変動相場制に移行
1972 冬季オリンピック札幌大会開催
1972 沖縄の施政権返還
1972 田中角栄「日本列島改造論」発表開発ブームと地価高騰
1972 高校生の海外修学旅行始まる
1973 第1次オイルショック
1974 （社）日本フードサービス協会設立
1978 新東京国際空港（成田空港）開港
1979 第2次オイルショック

1983 東京ディズニーランドオープン
1985 プラザ合意
1986 外食産業市場20兆円を超える
1986 地上げが社会問題化する
1986 円高還元セールが繰り広げられる
1987 国鉄分割・民営化
1987 リゾート法成立
1987 テンミリオン計画発表
1988 牛肉・オレンジの1991年からの輸入自由化交渉可決。
1988 青函トンネル開通
1988 瀬戸大橋開通
1989 ベルリンの壁崩壊

1990 海外渡航者が年間1000万人突破
1991 湾岸戦争勃発
1992 バブル経済の崩壊
1994 前年の凶作から平成米騒動発生
1994 酒税法改正により、地ビールブーム
1994 価格破壊が流行語になる
1995 阪神淡路大震災
1995 一時、1ドル79円台に。
1996 狂牛病騒動
1996 O-157による集団食中毒発生
1997 航空分野における自由競争の促進
1998 ☆観光学部、大学院観光学研究科設立
1998 総務庁、65歳の推計人口が2000万人を突破したと発表。

2001 911同時多発テロ
2002 「持続可能な開発に関する世界サミット」にて観光が持

続可能な開発の先導的役割を果たす産業の一つである
とはじめて公式に確認された。

2003 ビジットジャパンキャンペーン
2003 SARS感染地域拡大イラク戦争
2003 観光カリスマの誕生
2008 観光庁発足

☆は立教大学に関わる事項
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第83号　平成15年1月15日発行
グローバリゼーションの世界的伸張がもたらしたボ
ーダーレス、グローバルカンパニーの台頭。ホテル
資本にもその波が来た。
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わ
れ
ら
が
ホ
テ
ル
・
旅
行
業
等

の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
正
に
ソ
フ

ト
化
社
会
に
於
け
る
知
的
産
業
の

先
達
と
し
て
、
社
会
を
、
産
業
を

リ
ー
ド
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
果
し
て

そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
か
、

そ
の
評
価
を
得
て
い
る
か
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い

る
か
、
と
問
わ
れ
た
ら
ど
う
で
あ

ろ
う
？
。
残
念
乍
ら
多
く
の
コ
リ

ー
グ
の
方
々
は
、
否
と
お
応
え
だ

と
思
う
。

で
は
何
を
実
践
し
た
ら
、
ど
の

様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
ら
良

い
の
だ
ろ
う
か
、
以
下
ヒ
ン
ト

（
？
）
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

＊
創
造
性
を
誘
発
す
る
研
究
開
発

環
境
を
仕
組
化
す
る
＊
研
究
開
発

に
対
す
る
価
値
基
準
を
多
機
化
す

る
＊
研
究
開
発
蓄
積
の
多
面
的
活

用
＊
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
多
く
の
付

加
価
値
を
持
た
せ
る
＊
知
的
生
産

部
分
を
明
確
に
し
対
価
獲
得
に
工

夫
す
る
＊
サ
ー
ビ
ス
生
産
に
お
い

て
製
造
業
手
法
の
導
入
を
図
る
＊

潜
在
市
場
の
顕
在
化
を
図
る
た
め

の
周
辺
環
境
の
整
備
＊
顧
客
の
要

望
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
す
る

＊
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
サ
ポ
ー
ト
に
お

け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
利
用

を
図
る
＊
顧
客
を
多
面
的
に
活
用

す
る
＊
知
的
資
源
を
重
視
し
た
遠

心
的
組
織
を
構
築
す
る
＊
そ
の
他

Ｅ
Ｔ
Ｃ
。

（
Ｙ
）

湾
岸
で
戦
争
の
火
蓋
が
切
っ
て

落
さ
れ
一
ヶ
月
余
、
一
見
近
代
戦

の
よ
う
で
実
は
東
西
の
文
化
、
宗

教
感
、
歴
史
感
の
摩
擦
に
も
思
わ

れ
る
。
通
信
網
の
発
達
の
お
陰
で

全
て
？
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界

中
に
伝
わ
り
一
喜
一
憂
、
深
く
物

事
を
考
え
る
暇
な
ど
な
い
よ
う
な

気
が
す
る
。
フ
ァ
ジ
ー
感
覚
の
時

代
だ
そ
う
だ
が
実
は
２
進
法
の
デ

ジ
タ
ル
型
発
想
そ
の
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
海
外
旅
行
一
千
万

人
達
成
の
後
は
、
外
客
誘
致
は
、

ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

観
光
業
界
に
身
を
お
く
者
に
と
っ

て
大
き
な
痛
手
で
あ
る
。

東
西
・
南
北
・
世
界
中
の
人
々

と
互
い
に
国
民
性
、
文
化
を
理
解

し
国
際
親
善
を
図
り
、
そ
の
上
で

相
互
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
た
め

の
潤
滑
剤
が
観
光
で
は
な
か
っ
た

の
か
。
Ｃ
Ｉ
、
Ｖ
Ｉ
が
叫
ば
れ
る

中
、N

ational
Identity,Personal

Identity.

こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
時
的
な

落
ち
込
み
は
大
き
く
と
も
、
真
の

観
光
の
在
り
方
を
送
客
側
、
受
人

側
そ
し
て
観
光
を
す
る
側
各
々
が

熟
思
す
る
余
裕
を
神
が
授
け
て
く

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
フ
ィ
ー
バ

ー
の
後
の
パ
ニ
ッ
ク
で
は
こ
れ
ま

た
無
為
無
策
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

安
定
成
長
時
代
の
今
、
高
度
成
長

時
代
の
牽
引
車
、
団
塊
の
世
代
も

交
代
の
時
期
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。

群
か
ら
孤
へ
、
時
代
が
変
化
し
、

価
値
感
が
変
化
し
て
も
観
光
の
意

義
は
変
わ
る
ど
こ
ろ
か
増
々
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
ら
で

自
己
の
姿
を
鏡
に
映
し
じ
っ
く
り

と
考
え
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
Ｍ
）

昨
年
の
国
内
旅
行
の
不
振
に
比

べ
、
海
外
の
人
気
は
依
然
と
し
て

高
い
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
と
、
わ

が
国
か
ら
海
外
へ
旅
を
し
た
人
は

約
一
、
五
三
〇
万
人
、
逆
に
日
本

を
訪
れ
た
外
国
人
は
三
三
四
万
人

と
僅
か
／
で
あ
る
。
こ
の
不
人
気

の
原
因
は
、
わ
が
国
の
コ
ス
ト
高

と
言
語
の
不
自
由
さ
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、

日
本
の
観
光
地
が
ど
れ
程
訪
れ
る

価
値
と
魅
力
が
あ
る
か
に
あ
る
よ

う
だ
。

近
来
、
ハ
ワ
イ
の
人
気
度
が
高

い
の
は
、
言
葉
の
問
題
も
さ
る
こ

と
乍
ら
、
緑
と
花
に
包
ま
れ
た
美

し
い
景
観
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

の
清
潔
な
諸
施
設
、
心
地
良
い
ア

コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
等
、
訪
れ
る

人
々
に
満
足
感
を
提
供
す
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

バ
ブ
ル
盛
ん
な
り
し
頃
、
各
地

に
大
変
立
派
な
ゴ
ル
フ
場
や
ホ
テ

ル
等
が
次
々
と
お
目
見
え
し
た
が
、

残
念
乍
ら
い
づ
れ
も
単
体
で
し
か

な
い
。
海
外
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

卓
越
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
下も

と

で

の
本
格
的
リ
ゾ
ー
ト
地
、
観
光
開

発
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
は
誠

に
残
念
で
あ
る
。
高
額
の
旅
費
を

支
払
っ
て
で
も
、
海
外
か
ら
わ
が

国
を
訪
れ
た
い
と
い
う
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
こ
そ
、
早
急
に
求

め
ら
れ
る
重
要
な
課
題
で
は
な
か

ろ
う
か
。
観
光
面
で
も
、
世
界
の

孤
児
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
―
―
。（
Ｓ
）

先
般
、
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
国
内
の
湖
沼
の
生
態
系
が
急
速

に
変
化
し
て
お
り
、
外
来
種
で
あ

る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル

等
が
日
本
の
古
来
種
で
あ
る
フ
ナ
、

モ
ロ
コ
な
ど
を
駆
逐
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
だ
と
古
来
種
の
絶
滅
が

危
惧
さ
れ
る
と
報
じ
て
い
た
。
翻

っ
て
、
近
年
ホ
テ
ル
業
界
で
は
、

国
内
の
ホ
テ
ル
が
外
国
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
に
経
営
・
営
業
面
で
大

き
く
侵
蝕
さ
れ
て
い
る
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
外
国
系
ホ
テ
ル
の

強
さ
は
ブ
ラ
ン
ド
力
、
販
売
・
予

約
の
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
明

確
な
経
営
理
念
、
経
営
サ
イ
ド
の

Ｇ
Ｍ
へ
の
大
幅
な
権
限
委
譲
、

Ｆ
＆
Ｂ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力

な
ど
い
ろ
い
ろ
云
わ
れ
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
国
内
ホ
テ
ル
の
弱
さ

が
露
呈
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
へ
の

進
出
、
建
設
を
意
図
す
る
企
業
が

国
内
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
相
談
せ

ず
に
外
国
系
に
委
託
す
る
ケ
ー
ス

が
圧
倒
的
で
歯
痒
い
思
い
だ
。
ホ

テ
ル
の
営
業
が
女
性
客
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

彼
女
た
ち
は
海
外
で
外
国
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
イ

メ
ー
ジ
、
雰
囲
気
が
強
烈
に
残
っ

て
お
り
、
既
存
の
国
内
大
手
ホ
テ

ル
の
男
型
の
雰
囲
気
に
抵
抗
を
感

じ
、
一
流
で
も
堅
苦
し
く
な
く
、

雰
囲
気
的
に
も
や
わ
ら
か
い
外
国

系
ホ
テ
ル（
女
性
型
）へ
足
を
運
ん
で

し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
無
視
で
き

な
い
事
実
だ
と
思
う
。
こ
の
ま
ま

や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
は
湖
沼
の
古

来
種
の
絶
滅
の
危
惧
と
同
じ
よ
う

な
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
と
云
っ

た
ら
余
り
に
も
大
袈
裟
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
は
国
内
大
手
ホ
テ
ル
の
巻
き

返
し
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
心
配
性
）

4

第63号　平成8年9月1日発行
観光（中国の言葉：その国の光（すなわち未来）を観るが本来の意）の
本質として日本は観るべき光があるのだろうかとインバウンドを通じ
て日本の考察がなされている。これは国内旅行不振の原因にも言及す
ることになる。地域の地域の人による地域のための観光とは！？

第35号　平成元年9月1日発行
バブル絶頂期　リゾート法成立や交通インフラの発展（青函ト
ンネルや瀬戸大橋開通）で沸く日本。しかし観光業界はその流
れをリードしているのだろうかという論点を展開。

第41号　平成3年2月15日発行
バブル崩壊の前兆を感じながら　あらためて
「観光」の役割と意義について考察。

1
5
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＊
＊
＊
＊
総
会
報
告
＊
＊
＊
＊

七
月
九
日（
水
）に
毎
年
恒
例
の

会
員
総
会
な
ら
び
に
講
演
会
･
懇

親
会
が
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン

デ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル

（
千
葉
県
浦
安
市
）に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
開
催

し
た
特
別
見
学
会
は
、
前
日
開
業

し
た
話
題
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
開
業

翌
日
の
慌
し
い
中
、
同
ホ
テ
ル
の

ご
協
力
に
よ
り
五
〇
名
の
参
加
者

が
な
か
な
か
視
察
す
る
機
会
の
得

ら
れ
な
い
諸
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。総

会
に
は
一
〇
〇
名
を
超
え
る

例
年
に
無
く
多
く
の
会
員
に
ご
出

席
頂
き
、
一
年
間
の
運
営
報
告
の

後
に
会
計
報
告
お
よ
び
役
員
改
選

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
立
教

観
光
ク
ラ
ブ
賞
な
ら
び
に
外
国
人

留
学
生
奨
学
金
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
二
十
五
周
年
と
舞
浜

エ
リ
ア
の
事
情
」
と
題
し
て
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ア
ン
バ
ア
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル

総
支
配
人
　
吉
岡
滋
泰
氏（
昭
58
法

卒
）か
ら
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

の
沿
革
か
ら
周
辺
ホ
テ
ル
の
諸
事

情
な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
一
六
五
名
の
会
員
に

加
え
て
、
立
教
学
院
･
大
学
、
校

友
会
関
係
よ
り
三
一
名
の
ご
来
賓

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
来
賓
を
代
表
し
て
糸
魚
川

立
教
学
院
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
、
小
出
校
友
会
副
会
長
に
よ

る
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
、
同
ホ

テ
ル
の
長
田
総
支
配
人（
昭
48
観
）

心
づ
く
し
の
お
料
理
を
楽
し
み
ま

し
た
。
恒
例
の
ド
ア
プ
ラ
イ
ズ
抽

選
会
も
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
楽
し
い
景

品
の
数
々
の
お
陰
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
抽
選
券
の
収
益
金
三
十

三
万
円
は
今
後
の
外
国
人
留
学
生

奨
学
金
基
金
お
よ
び
当
ク
ラ
ブ
運

営
基
金
に
運
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
中
〆
と
し

て
全
員
で
応
援
歌
を
元
気
よ
く
歌

い
、
お
披
楽
喜
と
な
り
ま
し
た
。
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ィ
ズ
ニ
ー
色
を
強
め
た
造
り
に
し

て
い
る
の
で
地
方
か
ら
の
一
層
の

集
客
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
〇
月
に
は
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
シ
ア
タ
ー
東
京

と
い
う
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ

ユ
の
常
設
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

年
間
約
二
〇
〇
日
、
週
末
は
一
日

二
回
公
演
を
し
、
チ
ケ
ッ
ト
代
は

平
均
し
ま
す
と
一
万
二
千
〜
三
千

円
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
新

た
な
レ
ジ
ャ
ー
の
創
出
に
繋
が
る

と
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
社
で
は

目
論
ん
で
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
私
の
勤
務
先
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
は
、

こ
の
シ
ア
タ
ー
の
隣
に
あ
り
ま
す

の
で
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ

ユ
を
鑑
賞
で
き
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

造
成
し
て
販
売
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
集
客
の
道

を
模
索
し
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年

の
入
場
者
数
二
八
〇
〇
万
人
を
達

成
し
、
提
携
す
る
す
べ
て
の
ホ
テ

ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大

し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
文
責
　
丹
治
朋
子
）

St. Paul’s Kanko Club NEWS(2008) No.100

＊
提
携
ホ
テ
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
＊

一
九
八
三
年
に
開
業
し
た
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
、
二
〇
〇

一
年
オ
ー
プ
ン
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー
を
あ
わ
せ
ま
す
と
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
現

在
年
間
二
五
五
〇
万
人
も
の
お
客

様
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に

は
当
然
、
宿
泊
施
設
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

ホ
テ
ル
と
提
携
を
結
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

提
携
ホ
テ
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ホ
テ
ル
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ホ
テ
ル
（
以
下
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
ホ
テ
ル
）、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル

（
以
下
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
）、
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
グ
ッ

ド
ネ
イ
バ
ー
ホ
テ
ル
（
以
下
グ
ッ

ド
ネ
イ
バ
ー
ホ
テ
ル
）
の
四
つ
が

あ
り
ま
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
特
典
が

異
な
り
ま
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ホ
テ

ル
は
特
典
が
最
も
多
く
、
ホ
テ
ル

で
の
宴
会
に
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や

ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
を
呼
ぶ
「
グ
リ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
特
典
の

最
も
少
な
い
グ
ッ
ド
ネ
イ
バ
ー
ホ

テ
ル
で
は
、
ホ
テ
ル
と
リ
ゾ
ー
ト

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
か
ら
三
つ
目
に
あ
り
ま
す
パ

ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
は
、
二
〇
〇
五

年
に
パ
ー
ム
＆
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
テ

ラ
ス
ホ
テ
ル
を
開
業
し
た
時
に
新

規
に
設
け
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
す
。

当
時
、
私
も
開
業
に
か
か
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ

テ
ル
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
が
高
い
の

で
手
が
出
な
い
。
し
か
し
、
グ
ッ

ド
ネ
イ
バ
ー
ホ
テ
ル
で
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
上
弱
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
議
論
の
も
と
に
作
ら
れ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

＊
提
携
の
効
用
と
限
界
＊

こ
の
よ
う
に
周
辺
ホ
テ
ル
と
提

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
や
多
様
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
年
間
十
か
月
ほ
ど
に
も
の
ぼ

る
、
需
要
が
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
届

か
な
い
期
間
に
は
、
価
格
競
争
が

起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
っ
て
以
降
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
序
列
に
乱
れ
が

生
じ
て
始
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ホ

テ
ル
は
、
下
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り

も
客
室
稼
働
率
も
客
室
料
金
も
高

い
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
が
同
等
に
な
っ
た
り
逆

転
し
た
り
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
今
の
と
こ
ろ
、
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
テ
ル
は
、
稼
働
率

八
五
％
で
客
室
単
価
が
二
万
六
千

円
台
の
と
こ
ろ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ

テ
ル
は
稼
働
率
が
八
〇
％
に
迫
っ

て
お
り
客
室
単
価
は
一
万
九
千
円

台
で
す
。

＊
事
業
拡
大
戦
略
＊

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
社
は
、

二
〇
〇
〇
年
に
「
年
間
の
入
場
者

数
を
二
八
〇
〇
万
人
台
に
す
る
」

と
い
う
十
年
間
の
中
期
計
画
を
発

表
し
ま
し
た
。
現
在
の
入
場
者
数

が
二
五
五
〇
万
人
で
す
か
ら
、
今

後
二
五
〇
万
人
も
増
加
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
打
開
策
の
一
つ
が
、
昨
日

開
業
い
た
し
ま
し
た
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
す
。
こ
の

エ
リ
ア
に
客
室
が
純
増
し
ま
す
の

で
、
新
た
な
ラ
イ
バ
ル
の
出
現
と

も
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
デ
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「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
25
周
年
と
舞
浜
エ
リ
ア
の
事
情
」

株
式
会
社
　
ミ
リ
ア
ル
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ズ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
　
総
支
配
人

吉
岡
滋
泰
氏

（
講
演
当
時
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
・
ホ
テ
ル
ミ
ラ
コ
ス
タ
総
支
配
人
に
就
任
）

総会・講演会

東京ディズニーリゾート提携ホテルのカテゴリー 

ディズニーホテル 

東京ディズニーリゾート・オフィシャルホテル 

東京ディズニーリゾート・パートナーホテル 

東京ディズニーリゾート・グッドネイバーホテル 

3 

6 

5 

14 

約1,700 

約3,900 

約2,300 

約8,700

客室数（室） ホテル数 カテゴリー名 

－吉岡　滋泰氏　プロフィール－

1983年、立教大学法学部法学科を卒業、東京ヒルトン（現ヒルトン東
京）を経て、1988年より東京ベイヒルトン、小樽ヒルトンの開業を経
験したのちに、2000年舞浜リゾートホテルズ（現　株式会社ミリアル
リゾートホテルズ）に入社し、東京ディズニーシー・ホテルミラコス
タ、パーム＆ファウンテンテラスホテルの開業準備に携わる。2006年
よりディズニーアンバサダーホテル総支配人（講演当時）。2008年10
月より東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ総支配人に就任。
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１．

年
次
総
会

（
講
演
会
・
懇
親
会
）
開
催

二
〇
〇
七
年
七
月
四
日
　
ホ
テ
ル
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
　
出
席
者
（
会
費

支
払
者
数
）

一
八
八
名

２．

運
営
委
員
会
の
開
催

第
一
回
定
例
運
営
委
員
会

二
〇
〇
七
年
九
月
十
日
　
㈱
毎
日
コ

ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
一
二
名

▽
会
長
本
年
度
運
営
方
針
及
び
運
営

体
制
・
役
割
分
担

▽
総
会
総
括
（
会
計
報
告
、
反
省
、

次
回
へ
の
提
言
等
）

▽
広
告
（
名
簿
・
ニ
ュ
ー
ス
）
進
捗
状

況
▽
ニ
ュ
ー
ス
97
号
編
集
内
容

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及

び
名
簿
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
再
構
築
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
二
回
定
例
運
営
委
員
会

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
二
日
　
㈱
毎

日
コ
ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
一

四
名

▽
取
組
課
題
と
年
間
計
画

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
機
能
の
集
中
審
議

（
名
簿
情
報
管
理
運
用
、
バ
ナ
ー

広
告
等
）

▽
名
簿
広
告
料
入
金
状
況

▽
分
科
会
活
動
計
画

第
三
回
定
例
運
営
委
員
会

二
〇
〇
八
年
一
月
二
十
一
日
　
第
一

ホ
テ
ル
東
京
シ
ー
フ
ォ
ー
ト
　
出
席

二
四
名

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
進

捗
状
況
と
懸
案
事
項
審
議

▽
広
告
（
名
簿
・
ニ
ュ
ー
ス
）
進
捗
状

況
▽
次
年
度
総
会
会
場
決
定
、
講
演
会

内
容
協
議
、

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
審
議

▽
ニ
ュ
ー
ス
98
号
編
集
内
容

▽
会
議
後
、
運
営
委
員
新
年
会
開
催

第
四
回
定
例
運
営
委
員
会

二
〇
〇
八
年
三
月
十
日
　
㈱
毎
日
コ

ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
一
六
名

▽
総
会
案
内
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

（
名
簿
発
刊
廃
止
に
伴
う
日
程
見

直
し
）

▽
二
〇
〇
八
年
度
総
会
講
演
会
懇
親

会
企
画

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
推
薦

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準

備
状
況
報
告
、
バ
ナ
ー
広
告
募
集

要
綱

第
五
回（
臨
時
）運
営
委
員
会

二
〇
〇
八
年
四
月
十
四
日
　
㈱
毎
日

コ
ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
一
七

名▽
二
〇
〇
八
年
度
総
会
講
演
会
懇
親

会
企
画
集
中
審
議

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
審
議

▽
役
員
改
選
案

▽
奨
学
金
の
今
後
の
方
向
性

全
国
理
事
会

二
〇
〇
八
年
五
月
十
九
日
　
㈱
毎
日

コ
ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
二
〇

名▽
役
員
改
選
案
確
認

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
決
定

▽
二
〇
〇
八
年
度
総
会
講
演
会
懇
親

会
内
容
決
定
、
会
員
向
け
案
内
内

容
確
認

▽
会
計
報
告

▽
ニ
ュ
ー
ス
99
号
編
集
内
容

▽
奨
学
金
の
今
後
の
方
向
性

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
進
捗

▽
分
科
会
活
動
状
況

総
会
直
前
運
営
委
員
会

二
〇
〇
八
年
六
月
九
日
　
シ
ェ
ラ
ト

ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
ベ

イ
・
ホ
テ
ル
　
出
席
二
一
名

▽
二
〇
〇
八
年
度
総
会
細
目
に
関
す

る
打
ち
合
わ
せ

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
一
部
再
協

議
▽
役
員
改
選
案
一
部
追
加
確
認

▽
ニ
ュ
ー
ス
次
号
100
号
記
念
号
企
画

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
状
況

３．

地
方
支
部
活
動
報
告

（
運
営
委
員
会
連
絡
分
）

①
　
中
部
連
合
支
部

▽
懇
親
会
　
二
〇
〇
八
年
一
月
二
十

五
日
　
北
京
料
理
「
百
楽
」（
名
古

屋
）
参
加
二
九
名

②
　
近
畿
連
合
支
部

▽
合
同
懇
親
会
　
二
〇
〇
七
年
十
一

月
十
五
日
　
「
ボ
ー
ジ
ョ
レ
ヌ
ー

ボ
ー
」
の
集
い
　
中
之
島
公
会
堂

参
加
一
一
〇
名

校
友
会
大
阪
支
部
・
京
都
立
教

会
・
神
戸
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ

ブ
・
関
西
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
と

合
同

▽
合
同
新
年
会
　
二
〇
〇
八
年
一
月

十
九
日
　
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
大

阪
　
参
加
九
〇
名

校
友
会
大
阪
支
部
・
京
都
立
教

会
・
神
戸
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ

ブ
・
関
西
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
と

合
同

▽
懇
親
旅
行
　
二
〇
〇
八
年
三
月
八

日
〜
三
月
九
日
　
愛
知
県
三
谷
温

泉
（
明
山
荘
）

参
加
一
六
名

▽
連
合
支
部
総
会
　
二
〇
〇
八
年
六

月
二
六
日
　
ホ
テ
ル
日
航
大
阪

参
加
二
五
名

４．

観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

▽
第
97
号
　
二
〇
〇
七
年
十
月
二
十

日
▽
第
98
号
　
二
〇
〇
八
年
三
月
十
日

▽
第
99
号
　
二
〇
〇
八
年
六
月
十
日

５．

奨
学
生

▽
二
〇
〇
七
年
度
立
教
観
光
ク
ラ
ブ

奨
学
金
　
奨
学
生
採
用
者
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金
　
台
英
（
キ
ム
　
テ
ヨ
ン
）
氏

観
光
学
部
観
光
学
科
三
年
　
韓
国

出
身

６．

分
科
会

①
　
料
理
飲
料
部
会

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
四
日
　
ラ
・

ベ
ル
オ
ー
ラ
ム
（
上
野
）

出
席
四

二
名

講
演：

株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ
　
代
表

取
締
役

小
田
正
人
氏
（
昭
42
卒
、

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
概
念
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
｜

９
０
０
０
の
手
法
に
よ
る
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
対
策
の
具
体
事
例
」

二
〇
〇
八
年
三
月
十
二
日
　
立
教
大

学
　
太
刀
川
記
念
館
　
出
席
五
八
名

講
演：

ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式

会
社
　
取
締
役
副
社
長
　
石
渡
　
美

奈
氏
（
平
２
卒
）

「
仕
事
を
楽
し
む
、
自
分
を
楽
し
む
。

ピ
ン
チ
か
ら
一
転
！
ホ
ッ
ピ
ー
を
三

倍
売
上
げ
た
三
代
目
跡
取
り
娘
の
愛

と
勇
気
」

②
　
旅
行
宿
泊
部
会

二
〇
〇
八
年
二
月
十
七
日
〜
十
八
日

観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
（
神
奈
川
県
横

須
賀
市
）

参
加
一
三
名

講
演：

株
式
会
社
観
音
崎
京
急
ホ
テ

ル
　
代
表
取
締
役
社
長
　
長
岡
　
紀

雄
氏
（
昭
57
卒
）

７．

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
運
営
委
員
会
内
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

8

よ
る
機
能
設
定
、
特
に
名
簿
発
刊

廃
止
に
伴
う
会
員
情
報
管
理
・
閲

覧
機
能
の
設
計
、
バ
ナ
ー
広
告
規

格
、
管
理
・
運
営
方
法
の
企
画
立

案
を
推
進
、
定
例
運
営
委
員
会
に

諮
り
な
が
ら
推
進
し
、
本
年
四
月

に
無
事
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
し

た
。

８．

本
年
度
観
光
ク
ラ
ブ
賞

受
賞
者
紹
介

山
岡
　
常
男
　
氏：

昭
33
卒

株
式
会
社
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
（
岐
阜

県
）
会
長

原
　
国
昭
　
氏（
特
別
賞
）：

昭
44
卒

株
式
会
社
ラ
・
ベ
ル
オ
ー
ラ
ム
代

表
取
締
役
社
長

以
上

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

二
〇
〇
七
年
度
会
務
報
告

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

二
〇
〇
七
年
度
会
務
報
告
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＊
特
集
号
ら
し
く
　
１
０
０
号
と

い
う
　
文
字
を
　
レ
イ
ア
ウ
ト
し

た
い
で
す
が

何
か
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
紹
介
下
さ
い
　
表
紙
と
か

ペ
ー
ジ
帯
に
使
い
た
い
な
と
考
え

て
ま
す
。

総
会
に
お
い
て
、
役
員
改
選
が

承
認
さ
れ
、
別
表
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。
伊
藤
会
長
が
再
任
さ
れ
、
副

会
長
に
は
新
た
に
三
名
が
常
任
理
事

よ
り
昇
任
い
た
し
ま
し
た
。

常
任
理
事
に
は
九
名
が
理
事
か

ら
昇
任
、
新
た
に
二
名
が
選
任
、
三

名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
に
は

新
た
に
三
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　    

名
誉
会
長 

会
　
　
長  

副
　

会
　

長 
         

監
　
　
事  

 

常
任
理
事 

○ 
  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
       

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

常
任
理
事 
         

理
　
　
事 

            

参
　
　
与 

  

現
行48

名
　
〔
退
任
：
３
名
　
新
任
：
５
名
〕
　
改
選
後50

名 

菊
地
　
司 

小
島
　
一
俊 

田
口
　
満 

朱
　
憲
論 

蓮
見
　
秀
樹 

吉
田
　
久
満 

橋
本
　
俊
哉 

古
賀
　
正
道 

木
村
　
雅
央 

手
塚
　
潤 

古
久
根
　
孝
男 

阿
部
　
行
信 

小
堀
　
賢
一 

薬
師
丸
　

正
二
郎 

原
田
　
聡
二
郎 

金
子
　
文 

新
実
　
仁 

菅
原
　
勇
一
郎 

丹
治
　
朋
子 

半
田
　
哲
司 

古
本
　
泰
之 

久
保
田
　
基
義 

矢
代
　
光
弘 

須
賀
　
博 

吉
田
　
安
男 

岡
田
　
達
雄 

昭 58 

営 

昭 58 

経 

昭 58 

観 

昭 59 

社
院 

昭 59 

観 

昭 59 

経 

昭 60 

観 

昭 62 

経 

昭 62 

史 

昭 63 

経 

昭 58 

経 

昭 61 

観 

昭 63 

経 

平 

２ 

法 

平 

２ 

観 

平 

２ 

産 

平 

３ 

産 

平 

４ 

営 

平 

６ 

観 

平 

７ 

営 

平 11 

観 

平 11 

観 

平 14 

経 
Ｓ 46 

経 
Ｓ 46 

法 
Ｓ 48 
法 

  

中
四
国
連
合
支
部 

中
部
連
合
支
部 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

首
都
圏
支
部 

 

関
越
連
合
支
部 

 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

   

北
海
道
連
合
支
部 

東
北
連
合
支
部 

 

神
静
山
梨
連
合
支
部 

北
陸
連
合
支
部 
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　

　
　
　
　
新
任 

  

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

荒
井
　
詔
二
郎 

伊
藤
　
守 

今
井
　
誠
則 

四
方
　
啓
暉 

満
野
　
順
一
郎 

塩
島
　
賢
次 

玉
井
　
和
博 

宮
田
　
悦
雄 

福
田
　
朋
英 

滝
本
　
勝
一 

黒
沢
　
直
樹 

勝
俣
　
伸 

宮
島
　
章 

石
坂
　
好
一 

須
賀
　
武
郎 

鈴
木
　
安
一 

久
保
　
雅
人 

木
村
　
充 

多
田
　
邦
彦 

本
間
　
良
雄 

山
田
　
順
愛 

黒
田
　
裕
治 

小
野
　
藤
太
郎 

柳
川
　
悦
子 

式
場
　
朝
夫 

財
津
　
達
朗 

桑
原
　
大
治 

昭 42 
経 

昭 49 
観 

昭 44 

営 

昭 44 

法 

昭 45 

経 

昭 45 

経 

昭 46 

営 

昭 49 

法 

昭 49 

社 

昭 49 

経 

昭 49 

観 

昭 51 

観 

昭 46 

観 

昭 46 

営 

昭 45 

観 

昭 45 

観 

昭 45 

観 

昭 49 

観 

昭 50 

観 

昭 52 

観 

昭 52 

観 

昭 53 

法 

昭 54 

営 

昭 56 

営 

昭 56 

法 

昭 56 

観 

昭 57 

観 

運
営
委
員 

運
営
委
員 

支
　
　
部
　
　
長 

氏
　
　
　
　
名  

　

卒
　
　
年 

支
　
　
部
　
　
長 

氏
　
　
　
　
名  

　

卒
　
　
年 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

九
州
沖
縄
連
合
支
部
新
任 

 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
昇
任 

近
畿
連
合
支
部
　
　

昇
任 

    

　
　
　
　

　
　
　
　
新
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
新
任 

      

　
　
　
　

　
　
　
　
新
任 

近
畿
連
合
支
部
　
　

退
任 

首
都
圏
連
合
支
部
　

退
任 

　
　
　
　

　
　
　
　
退
任 

⇒
 

⇒
 

48

50

48 46 46 14 63 61 58 63 62 62 60 59 59 59 58 58 5811 11

57 56 56 56 54 53 52 52 50 49 45 45 45 46 46 51 49 49 49 49 46 45 45 44 44 49 42

立教観光クラブ2007年度
奨学金会計報告書

（2007年 4 月 1 日～2008年 3 月31日）
単位・円

収入の部
前年度繰越 712,165
入金 280,000

合計 992,165

支出の部
立教学院 300,000
次年度繰越 692,165

合計 992,165

以上の通り決算いたしました。
2008年5月19日 運営・財政担当副会長 勝俣　　伸 印
監査の結果正確であることを認めます。
2008年5月23日 監事 石坂　好一 印
2008年0月00日 監事 宮島　　章 印

立教観光クラブ2007年度会計報告書
（2007年 4 月 1 日～2008年 3 月31日）

単位・円
収入の部

前年度繰越 2,762,394
運営基金 907,000
名簿広告料 1,300,000
ニュース広告料 610,000
総会会費 2,309,000
総会寄付 163,000
ドアプライズ売上金 667,000
名簿頒布金 40,000
預金利息 3,275

合計 8,761,669

支出の部
総会費 2,699,609
名簿製作費 2,169,615
ニュース印刷・発送費 1,199,475
その他印刷費 0
通信費・郵送料 8,540
会合費 157,576
慶弔渉外費 160,405
事務用品費 11,294
ウェッブサイト管理料 1,109,725
振込手数料 21,905
次年度繰越 1,223,525

合計 8,761,669
以上の通り決算いたしました。
2008年5月19日 運営・財政担当副会長 勝俣　　伸 印

監査の結果正確であることを認めます。
2008年5月23日 監事 石坂　好一 印
2008年5月23日 監事 宮島　　章 印

役
員
改
選

9

◆
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
賞
◆

・
山
岡

常
男

氏
（
昭
33
営
）

株
式
会
社
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
　
会
長

（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

全
国
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

二
〇
〇
八
年

観
光
ク
ラ
ブ
賞

受
賞
者
の
ご
紹
介

会
（
全
旅
連
）
相
談
役

元
岐
阜
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
理
事
長

平
成
十
三
年
に
藍
綬
褒
章
、
平
成

十
九
年
に
は
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
創
業
一
一
三
年
の
老
舗

旅
館
の
四
代
目
社
長
を
務
め
ら
れ
、

地
域
の
観
光
振
興
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
全
国
旅
館
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
を
は
じ
め
と
し
て
業
界

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
業
界
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
観
光
ク
ラ
ブ
「
特
別
賞
」
◇

原
　
国
昭
　
氏
（
昭
44
キ
）

株
式
会
社

ラ
・
ベ
ル
オ
ー
ラ
ム

代
表
取
締
役
社
長

観
光
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
と
し
て

特
に
料
飲
部
会
の
飛
躍
的
な
活
性
化

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
立
教
大

学
箱
根
駅
伝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち

上
げ
に
参
画
、
実
質
的
な
推
進
役
と

し
て
様
々
な
ご
苦
労
を
乗
り
越
え
て

活
動
を
展
開
さ
れ
、
遂
に
平
成
二
十

年
一
月
の
箱
根
駅
伝
に
母
校
の
選
手

が
四
十
年
ぶ
り
に
出
場
す
る
成
果
に

繋
ぎ
、「
校
友
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
を

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
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夫
、
吉
澤
公
寿
、
吉
本
明
康
、
若
林
修
、
渡

邉
サ
ト
江
（
敬
称
略
）

荒
井
詔
二
郎
、
五
十
嵐
政
人
、
石
塚
順
一
、

伊
藤
守
、
今
井
誠
則
、
梶
原
康
生
、
久
保
田

基
義
、
呉
東
冨
、
小
島
英
夫
、
小
堀
真
吾
、

K
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大
坪
高
彦
、
大
邊
徹
、
大
森
信
治
郎
、
小
田

正
人
、
尾
山
一
平
、
鍔
一
郎
、
筧
秀
夫
、
梶

原
康
生
、
加
藤
敏
明
、
川
口
誠
五
、
河
路
光

雄
、
岸
野
浩
平
、
木
村
智
、
久
保
田
祥
裕
、

久
保
田
基
義
、
栗
原
盾
夫
、
呉
東
冨
、
黒
沢

直
樹
、
黒
須
剛
、
桑
原
信
彦
、
古
賀
正
道
、

古
久
根
孝
男
、
越
塚
宗
孝
、
小
島
英
夫
、
後

藤
達
朗
、
小
堀
真
吾
、
根
本
正
利
、
斉
藤

政
雄
、
齋
藤
康
、
坂
根
正
敏
、
塩
島
賢
次
、

朱
憲
論
、
菅
原
勇
一
郎
、
杉
田
由
起
子
、
杉

本
美
樹
枝
、
鈴
木
博
、
関
口
芳
生
、
高
野
尚
、

高
橋
正
美
、
高
林
靖
幸
、
田
口
素
、
太
刀
掛

き
す
さ
ぶ
中
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
三
分

間
は
ピ
シ
ー
ッ
と
し
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

訓
練
所
に
は
、
様
々
な
規
則
（
掟
？
）

が
あ
っ
た
。

一
つ
、
訓
練
生
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。（
ち
な
み
に
教

室
は
、
七
階
）

一
つ
、
訓
練
生
は
、
同
期
と
い
え
ど

も
、
敬
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
。「
い
や
、

ほ
ん
ま
ぁ
〜
」「
ち
ゃ
う
で
！
」
な
ど
関

西
弁
は
、
も
ち
ろ
ん
不
可
。
標
準
語
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
話
を
す
る
こ
と
。

（
美
し
い
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
で
き

な
け
れ
ば
、
訓
練
所
は
出
ら
れ
な
い
）

と
に
か
く
、
此
処
で
私
は
、
あ
り
と

青
木
政
久
、
荒
井
詔
二
郎
、
安
藤
洋
介
、
五

十
嵐
政
人
、
井
口
創
平
、
石
坂
恵
子
、
石
坂

好
一
、
石
塚
順
一
、
伊
藤
秀
行
、
伊
藤
守
、

犬
束
美
樹
、
今
井
誠
則
、
上
野
達
也
、
海
津

ゆ
り
え
、
榎
勇
、
大
槻
恒
弘
、
大
坪
和
彦
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
習
っ
た
。
英
語
・
ア

ナ
ウ
ン
ス
・
言
葉
遣
い
・
和
服
の
着
付

け
（
当
時
は
、
機
内
で
和
服
姿
で
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
路
線
が
あ
っ
た
）
か
ら
心

肺
蘇
生
法
。
そ
し
て
、M

ealService.

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
ワ
イ
ン
や

チ
ー
ズ
・
料
理
等
を
必
死
で
覚
え
た
。

FR

ク
ラ
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ン
は
、
ド
ン
ペ

リ
ニ
ョ
ン
。
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
銘
柄
は
、

モ
ー
ゼ
ル
地
区
ベ
ル
ン
カ
ス
テ
ラ
ー
・

バ
ー
ト
シ
ュ
ツ
ー
ベ
・
カ
ビ
ネ
ッ
ト
。

デ
ザ
ー
ト
ワ
イ
ン
は
、
シ
ャ
ト
ー
・
ク

ー
テ
。
英
国
人
が
お
好
み
の
ポ
ー
ト
ワ

イ
ン
は
、
ト
ー
ニ
ー
ポ
ー
ト
で
サ
ン
デ

マ
ン
の
二
十
年
も
の
。
ア
ペ
タ
イ
ザ
ー

の
キ
ャ
ビ
ア
に
は
、
エ
ッ
グ
ヨ
ー
ク
と

ホ
ワ
イ
ト
、
ミ
ン
ス
ト
・
オ
ニ
オ
ン
を

お
好
み
で
添
え
、
よ
く
冷
え
た
ウ
ォ
ッ

カ
を
ご
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
。

テ
ス
ト
、
テ
ス
ト
の
毎
日
で
睡
眠
時

間
も
確
保
で
き
な
い
三
ヵ
月
だ
っ
た
が
、

本
当
に
此
処
で
覚
え
た
こ
と
は
、
一
生

の
財
産
に
な
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
と
は
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

私
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

〜
②
日
航
客
室
訓
練
所
〜

訓
練
所
の
朝
は
朝
礼
で
始
ま
る
。
通

常
は
、
各
教
室
内
で
「
十
の
接
客
言
葉
」

の
唱
和
か
ら
始
ま
る
の
だ
が
、
週
の
う

ち
一
日
は
、
訓
練
生
全
員
が
屋
上
に
集

合
し
全
体
朝
礼
が
行
わ
れ
る
。
運
悪
く
、

そ
の
日
に
当
番
に
当
た
っ
て
い
る
と
、

訓
練
生
と
教
官
の
前
で
三
分
間
ス
ピ
ー

チ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
テ
ー
マ

は
何
で
も
良
い
の
だ
が
、
最
近
ま
で
女

子
大
生
だ
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
一

〇
〇
名
以
上
も
の
人
前
で
ス
ピ
ー
チ
を

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
緊
張
す

る
も
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
大
切

な
基
礎
訓
練
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
ず
っ
と
「
大
勢
の
人
の
視
線
を

浴
び
な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
だ
」
と
い

う
こ
と
を
ま
ず
意
識
に
定
着
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
々
、
非
常
に
役

に
た
つ
。
何
と
い
っ
て
も
、
乗
務
員
に

と
っ
て
笑
顔
の
次
に
大
切
な
「
度
胸
」
が

身
に
つ
く
。

と
は
い
う
も
の
の
、
と
り
あ
え
ず
、

真
冬
の
羽
田
空
港
の
ビ
ル
屋
上
は
寒
い
。

寒
す
ぎ
る
。
頬
に
当
た
る
風
が
痛
い
。

ま
し
て
や
訓
練
生
は
、
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
は
禁
止
で
あ
っ
た
の
で
、（
運
悪
く
、

当
時
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
丈
が
流
行
り
）

聞
い
て
い
る
方
も
ま
た
大
変
。
寒
風
吹

観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
連
載
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
書
く
方
も
編
集
す
る
方
も
な
か
な
か
の
力
仕
事
で
す
が
、
報
告
形
式
の
記
事
が
多
い
中
で
は

読
み
応
え
の
あ
る
力
作
揃
い
で
し
た
。

今
回
は
そ
ん
な
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ッ
チ
ー
（
失
礼
！
！
）
訓
練
編
で
す
。

ス
ッ
チ
ー
と
聞
い
て
あ
な
た
は
　
ホ
リ
チ
エ
ミ
？
　
ウ
エ
ト
ア
ヤ
？
そ
れ
と
も
　
キ
ノ
ヒ
ロ
コ
？
（
笑
）

〜

!
三
二
八
、〇
〇
〇
円

平成20年5月

平成20年8月
計105名

運
営
基
金

寄
付
者
リ
ス
ト

〜

!

一
二
九
、〇
〇
〇
円

平成20年5月

平成20年8月
計27名

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

外
国
人
留
学
生
奨
学
金

寄
付
者
リ
ス
ト

10

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
「
心
」
も
、
や

は
り
「
言
葉
」
や
「
動
作
・
ス
タ
イ
ル
」

を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
。「
確
か
な

知
識
」
は
動
作
に
余
裕
や
優
雅
さ
を
う

み
、
結
果
的
に
お
客
様
に
豊
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

い
え
い
え
、
大
先
輩
方
を
前
に
、
失

礼
致
し
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
私
は
、
小
さ
な
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
ぎ
ゅ

ー
ぎ
ゅ
ー
詰
め
込
み
、
カ
ク
テ
ル
の
授

業
で
味
見
を
し
す
ぎ
て
気
分
が
悪
く
な

っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
無
事
、
訓
練
所

を
で
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
服
を

渡
さ
れ
、
教
官
・
同
期
一
列
に
並
び
写

真
撮
影
。
そ
の
後
、
一
人
一
人
に
初
フ

ラ
イ
ト
の
行
き
先
が
告
げ
ら
れ
る
。

私
は
、JL072

便
ホ
ノ
ル
ル
行
き
だ

っ
た
。

ワ
イ
ン
＆
マ
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

フ
ロ
レ
ゾ
ン
代
表
　
藤
島
久
美
子
（
昭

57
法
）

第
79
号
平
成
十
三
年
九
月
一
日
発
行

照
幸
、
田
中
一
也
、
谷
内
文
雄
・
恵
子
、
玉

井
和
博
、
丹
治
朋
子
、
塚
田
恭
民
、
寺
島
匡

治
、
名
浦
正
美
、
中
島
一
彰
、
中
島
敬
夫
、

中
村
好
男
、
名
越
隆
雄
、
西
川
恒
、
野
村
忠

司
、
長
谷
川
順
一
郎
、
長
谷
川
優
、
花
岡
貞

夫
、
林
伸
吉
、
林
雅
之
、
羽
山
清
篤
、
原
英

之
、
平
岡
健
二
、
深
井
英
治
、
福
原
章
、
藤

原
喜
巳
男
、
本
間
良
雄
、
桝
田
博
一
、
松
井

謙
親
、
松
井
幹
雄
、
丸
英
之
、
森
田
稔
三
、

柳
川
敬
子
、
柳
田
義
男
、
山
内
博
晶
、
山
口

登
、
山
下
拓
治
、
山
下
智
司
、
山
田
順
愛
、

山
本
爆
、
山
元
春
三
、
湯
本
晃
久
、
与
儀
達

根
本
正
利
、
坂
根
正
敏
、
朱
憲
論
、
菅
原
勇

一
郎
、
杉
本
美
樹
枝
、
高
橋
正
美
、
玉
井
和

博
、
中
島
一
彰
、
名
越
隆
雄
、
野
村
忠
司
、

福
原
章
、
松
井
謙
親
、
宮
島
章
、
山
田
順
愛
、

山
元
春
三
、
吉
本
明
康
（
敬
称
略
）
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